
第 2学 年  理 科  学 習 指 導 実
i                   B 時

 平 成 15年 9月 10日(水)5校 時
i     t       生 .徒 2年 2組  男 子21名  女 子17名 計 38名

指導者 官 古市立第一中学校 教 諭 菊  池  広  親

1 単 元名  電 流

2 単 元について

(1)教材観

この単元では、電流回路についての観察、実験を通して、電流と電圧の関係及び電流のはたらきにつ

いて理解させるとともに、日常生活と関連付けて電流と磁界についての初歩的な見方や考え方を養うこ

とをねらいとしている。                         、

小学校では、乾電池に豆電球をもなぐ実験を通して、電流回路や通電する物質と磁石の性質(3年生)、

乾電池、光電池と豆電球やモーターによる実験を通して、豆電球の明るさやモーターの回り方のちがい

(4年生)、電磁石やものづくりを通して、磁界の強さの変化(6年生)について学習している。  ｀

中学校では、許電気の学習で本単元への興味・関心を高め、定量的な電流回路の実験を行うごとによ

り電流と竜圧の関係について学習し、電流についての見方や考え方を養うこと、電流によち発熱作用、

電流と確界の関係を学習し、電流と日常生活との関連を図ることが求められている。これらの学習が電

流や電圧についての概念形成の基礎となり、エネルギー変換の導入的な学習となる。

(2)生徒観

・ ぷ蟹薔ポ監ぱ繁鞍裟軽錯婿烏黙鏑ャ退二亀護者翻鯨路緊旨
れる現状がある。

日常の生活において生徒は、電流のはたらきを利用 した電化製品に囲まれて生活しており、それが当

たり前のことのように思っている反面、電化製品が科学技術の進歩に伴い、構造が複雑になり、そのし

くみや原理を意識している生徒は少ないように思える。

この単元は、定量的な実験をもとに電流と電圧の関係を見い出すことが十つのねらいであり、基礎操

響屋漫詳辮整ご盤普亀縄轡緊ツ鰹枇糠群こが昌昌晋
の設定通過率の結果では、科学的な思考は、設定通過率より約 9ポ イント、1観察

・実験の技能・表現は、

約 5ポ イント低くなつている。本校生徒もこの傾向にあると判断される。

(3)指導観

小学校での既習事項のなかで、豆電球を明るくする乾電池と豆電球のつなぎ方で、乾電池のつなぎ方

(直列)についてはほぼ定着しているが、豆電球のつなぎ方(並列)は20%以 下の定着率である。この豆電

球のつなぎ方が回路理解の基礎となるため、電流回路の学習の導入段階で丁寧に取り扱い、その内容の

想起を図りたい。

また単元の目標を達成するためには、各器具の使用法や情報の処理など技能面の習熟が必要不可欠で

ある。技能面の習熟を図るひとつの手立てとしてできるだけ実験の個別化を行い、女子の受動的な実験
への取り組みの改善もあわせて図りたい。そのために、生活班をもとにした男女別のグループで実験を

行 うことを基本とし、基礎操作や情報の処理の指導をきめ細かに行う必要ふあると考える。

加えて一般的な課題解決的な取り組みとして、「課題の設定」→「観察、実験」→ 「結果のまとめ」→「考

祭」⇒ 「規貝J性の発見」という流れを大切にし、観察、実験の目的を明確ヤtした授業を行うことで生徒

の科学的な見方、考え方の育成を図るとともに、電流のはたらきを利用した電化製品などを折々に取り

上げるなど日常の生活と関連付けながら、生徒の興味・関心を継続させたい。
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3 単 元の目標

電流回路についての観察、実験を通して、電流と電圧の関係及び電流のはたらきについて理解させる

とともに、日常生活と関連付けて電流と藤界についての初歩的な見方や考え方を養う

4 単 元指導計画と評価規準 (総時間数 29時 間)

別紙 1 「 単元指導計画と評価規準」を参照

5 本 時の指導

(1)目様案

' 直 列回路の全体の抵抗は、各部分の抵抗の和に等しく、並列回路の全体の抵抗は、各部分の抵抗

の値よりも小さくなることを指摘できる

。 そ れぞれの回路の電流と電圧を測定し、オームの法員町を用いてそれぞれの由路の全体の抵抗を求

めることができる

(2)評価規準と判断基準

1観点 評価規準 A:十分に満足できる B:概ね満足できる C:支援を要する生徒への手立て

科学的と思考

・直列回路の全体の抵抗の

値は各部分の抵抗の和に

等 しくなることを見い出
すことができる

・並列回路の全体の抵抗は
各部分のと抗の値よりも
小さくなることを見い出
すことができる

実験結果をもとにして、
直列回路では、全体あ抵抗
が各部分の抵抗の和である
こと、並列回路では、全体
の抵抗が各部分の抵抗より
小さくなることを根拠を示
して説現できる

直列回路では、全体の描

抗が各部分の抵抗の和であ

ること、並列回路では、全

体の抵抗が各部分の抵抗 よ

り小さくなることを指摘で

きる

実験結果を想起させ、それ
ぞれの回路の全体の抵抗に

ついて考えさせる

観察 ・実験の技能 ,表現

・直列回路や並列回路の電
流、電圧を測定し、オー

ムの法Rllを用い、それぞ
れの回路の全体の抵抗を
求めることができる

自ら回路をつ くるなど、
積極的に電流く電圧の測定

を行い、オームの法則から

それぞれの回路の全体の抵

萌を求め、結果を記録し、

発表することができる

それぞれの回路の電流、電

圧の測定を行い、オームの

法則からそれぞれの回路の

全体の抵抗を求め、結果を

記録することができる

机間指導等を通し、実験錦
具の取 り扱い、計算、記録
の仕方を説明し記録させる

(3)展開

避 学習内容 ・生徒の反応等 指導上の留意点 (・)、評価 (☆)、支援等 (◎)

導
入

（５
分
）

展
開

３

０
分
）

1 既 習事項の確認

・オームの法則を確認する

2 課 題め設定

学習プ リントを活用して、前時の内容を想起させる

予想
属 グ」円 崎 下 W 夕 」円 聴 り 王 件 峰

2種 将の抵抗でそれぞれの回路をつくったときの電流の

強さについて確認する

直列回路、並列回路の全体の抵抗がどのよ うになるか予

想する

実験方法の確認

実験器具の確認をする

実験の留意事項を確認する

実験後のデータの処理の方法を確認する

掻 凱 は こ り よ フ に な 0か
| ~            ~ ~

・学習プリントの復習の部分 と、実験 1の 電流の強さの結果を

比較させる

。オームの法則で、電流の強さが小さく(大きく)なると、抵抗

の値はどうなるか想超させる

。見通しをもたせ ることをねらい とし、深入 りはしない

。みのむ しクリップつき導線、セメン ト抵抗器 (2種 類)、電

流計、電圧計、電源装置、電卓

・回路をつ くる手順 を確認 させ る

・電圧計の端子は ■5V端 子を使い、電圧の大きさ(3.ODを 正

確に調整することを指示す る

・抵抗の値は、小数第 1位 を四捨五入し、整数値で記入するこ

とを確認 させる
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展
開

（
３
０
分
）

実験、実験結果の記録、処理

電圧の大きさを調整する

電流の強さを測定す る

メループ)の反応

Gきない

クの読み取りがうまく

(1、2班女、3

うつてしまう(4班男、

電流の強さと抵抗の値を学習プリン トに記録する

グループごと、電流の強さと抵抗の値(計算値)を黒板に記

入する

◎並列回路を配線できないグループのために、教師机上に実際

の配線を示しておく

◎電流計、電圧計のめもりの読み取りが不十分な生徒を支援す

る(机間指導)

◎実験が早く終わったグループには、別の抵抗の測定を行いよ

、リー般化できるように支援する

☆実験結果及び計算結果を学習プリントに記録することがで

きる (観察法、学習プリント)

・黒板の所定の場所に記入するよ
｀
う指示をする

◎測定値が著しく異なる場合、時間があれば、再実験をさせる

終
士
　

　

（
１
５
分
）

6 考 察 。まとめ

・直列回路、並列回路の全体の抵抗について考察する

・考察したことを言葉でまとめる

次時の予告

・抵抗値に注目させ、話し合いをさせ、その結果を発表させる

☆直列回路の全体の抵抗の値は各部分の抵抗の和に等しく、並

列回路の全体の抵抗は各部分の抵抗の値よりも小さくなる

ことを指摘できる(観察法、学習プリン ト)f

,電流の流れについてのまとめをすることを確認 させる

(今板書計画

学習内容

「直列回路、並列回路では、全体の播

抗はどうなっているか調べよう」

直列回路

「全体の抵抗の値は、各部分の抵抗の

和に等しい」

式 : R = R l + R 2

実験結果 :直列回路 実験結果 :並列回路 オームの法則

V = RI ギ )R =

並列回路
1

「全体の抵抗は、各部分の抵抗の

値より小さくなる」

式 :R<Rl、 RくR2
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El」紙 1「 単元指導計画と評価規準」

1章  電 流の流れ(12時間ギ予備 5時 間)

学習

項目

時
数 学習活動

自然事象への

関心,意欲 ・総度
科学的な思考 観察 ・実験の技能 ・表現

自然事象についての

知識 ・理解

一１
節
（２
時
田

静
電
気
を
調
式
て
み
よ
う

1

静電気やそのはたらき
について興味 口関心をも
ち、積極的に実験を行い、
静電気をおびた物体どう
しにはたらく吸引 ・反発
力について説明する

私たちの生活の中での

電気の役割について,
進んで話 し合おうとす
る

身のまわりをふり返っ

て,電 気に関係するこ

とにどんなことがある
か,自 分の意見を発表
しようとする

許電気についての経験
から,そ の力にういて

自分の意見を発表 しよ
うとする

・静電気についての実験

を行い,静 電気につい

て確かめることができ

る

静電気をおびた物体ど
|

うしにはたらく力を説

明できる

1

静電気 と放電に関す る
実験などをとおして、静
電気と電流について理解
する

・ス トローなどを使つて

静電気について進んで

調べようとする
。放電について進んで話
し合おうとする

許電気をおびた物体ど

うしにはたらく力につ

いて説明できる

放電について,説 明で

きる

静電気と放電,電 流の

流れについて説明でき
る

舜
２
節
（″
時
間
）

電
流
が
流
れ
る
の
は
ど
ん
な
と
き
か

1

電流 回路 について興
味 ・関心をもち,電 流の

道筋としての回路を理解
するとともに,直 列回路
や並列回路がつ くること
ができる

乾電池や導線 を使つて

回路につ予ヽて,進 んで

調べようとする

,さまざまな回路のつく
り方について考察し,
実際につ くることがで

きる
,直列 ・並列につないだ

豆電球を 1個 はずした

ときの,電 流の道筋に
ついて,説 明できる

,回路が閉じているとき
に電流が流れ るこ と
や,電 流の流れる向き
について,説明できる。

・直列回路や並列回路に
ついて説明できる

1

電気用図記号や回路図
の正しい書き方や,電 源
装置の使い方などの技能
を習得する

・電気用図記号を正 しく
書こうとする

・電源装置の操作に進ん

で取り組む

・電気用図記号や回路図

を正しくかくことがで

きる
・電源装置のはたらきを

理解し,正 しく使用す

ることができる

第
３
節
（２
時
間
）

電
流
は
回
路
を
中
　

よ
う
に
流
れ
る
か

回路を流れる電流に興
味 ・関心をもち,電 流の

単位にはアンペア (記号
Alな どが使われることを

知るとともに,電 流値を

電流計で調べることがで

きる

'豆電球に流れこむ電流
と流れ出る電流の強さ
を積極的に調べよ.うと
する

'電流計 を正 しく接続
し,回 路の各点の電流

を測定することができ

る

,電流の強さや電流の単
位について,説 明でき
る

,電流が保存されること

を,説 明できる

直列回路 ・並列回路を
流れる電流を調べる実験
を積極的に行い,そ れぞ
れの回路における電流の

流れ方を理解 し,水 流モ

デルなどと関連づけて説
明できる

'直列回路,並 列回路の

各点を流れる電流の強
さについて,予 想でき
る

・直列回路,並 列回路の

各点を流れる電流の強

さを調べる実験を正確

に行い,結 果をまとめ

ることができる

・直列回路,並 列回路を

流れる電流について,
モデルなどを使うて説
明ができる

第
４
節
（２
時
間
）

電
圧
は
回
路
の
中
で
ど
の
よ
う
に
は
た
ら
く
か

1

回路に加わる電圧に興
味 ・関心をもち,電 圧の

定義や電圧の単位にボル

ト儲 号 Dが 使われるこ

とを理解するとともに,
電圧値を電圧計で調べ る
ことができる

・いろいろな種類の電池
があることに,興 味を

もつ

,電 圧計 を正 しく接続
し,回 路の各区間の電

流を測定できる

・電圧のはたらきや電圧
の革位について,説 明
できる

1

直列回路 '並列回路の

各区間にカロわる電圧を調
べ る実験 を積極 的に行
い,そ れぞれの回路にお

ける電圧のはたらき方を

理解し,水 流モデルなど

と関連づけて説明できる

直列回路,並 列回路の

各区間にカロわる電圧に
ついて,予 想できる

直列回路,並 列回路の

各区間に加わる電圧を

調べる実験を正確に行
い,結 果をまとめるこ

とができる

,直 列回路,並 列回路に

加わる電圧について,
モデルなどを使って訪

明できる
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習

目

学

項

時
数 学習活動

自然亭象式の
関心・言鉢

・態度
科学的な思考 観祭 ・実験の技能 ・表現

自然事象についての

知識 ・理解

第
５
節
（３
時
間
）

電
流
と
電
圧
に
は
ど
ん
な
関
係
が
あ
る
か

1

雷離 などにカロわる電
座と流れる電流の強さを

調べ る実験を進 んで行
い,測 定値をグラフで表
し,電 圧 と電流が比例関
係にあることを見いだす
ことができる

実験結果から,電 圧 と
電流が比例関係にある
ことを見いだすことが

できる

電圧と電流との関係を
調べる実験を正しく行
い,測 定値をグラフに

することができる

■

金属線には電気抵抗が

あること,抵 抗の単位に
はオーム (記号 8)が 使
われること,電 流,電 圧,
抵抗の関係式を理解する

・電流の流れやすき,流
れにくさについて果
味 ・関心をもち,進 ん
で話し合 うことができ
る

。ォームの法則について

説明できる
。抵抗や抵抗の単位につ

いて,説 明できる

オームの法則を使いこ
なすことができる。また、
物質によって抵抗の値が

異なり,こ の性質を利用
して日常生活に役立てて
いるものがあることを知
る

・オームの法則を表す数
式を使って,電 流,電
圧,抵 抗の値を求める
ことができる

,オームの法員」を数式を

使つて説明できる
。物質の種類によって題

抗の値が異なることを

説明できる

第

６
笥
丹
１

遭
凍
憤
ヽ

直
ｔ　
コ
路
や
並
列
回
路
の

ま

　

　

力
一う

よ

う

い

１

（本
時
）

直列回路,並 列回路の

全体の抵抗に興味 ・関心
をもち,直 列回路の全体
の抵抗の値は各部分の抵

抗の和 に等 しくなるこ

と,並 列回路の全体の抵
抗は各部分の抵抗の値よ
りも小さくなることを説
明できる

百列回路の全体の抵抗
の値ほ各部分の法抗の

和に等しくなることを
見い出すことができる
並列回路の全体の抵抗
は各部分の抵抗の値よ
りも小さくなることを
見い出すことができる

・直列回路や並列回路の

電流、電圧を測定し、
ォームの法則を用い、

それぞれの回路の全体
の抵抗を求めることが

できる

2章  電 流のはたらき(9時間十予備 3時 間)

鞘
射

時
数 学習活動

自然事象への

関心 ・意欲 ・終度
科学的な思考 観察 ・実験の技能 ・表現

自然事象についての

知識 ・理解

第
１
節
（３
時
間
）

電
流
に
よ
る
発
熱
や
発
光
を
コ

守
９

1 電流による発熱や発光に

興味 ・関心をもつ

・身近な電気器具のはた
らきに,果 味 ・関心を
もつ

。電熱線 の発熱につい

て,興 味 ・関心をもつ

一定電圧でフット数の

異なる電熱線を発熱させ

る実験を行 う

日常生活での経験か

ら,ワ ット数と発熱と
の関係にっいて,予 想
できる

・電熱線の発熱 とフント

数との関係について調
べ″結果をまとめるこ

とができる

1 電熱線の発熱が電力に

関係すること,電 力の単

位にはフット (記号門
が使われることを理解す
る。また、電気器具のは
たらきと消費電力の関係
や,熱 量とその単■ジュ
ール (記号 」)に ついて

説明できる

身のまわりの電気器具
の電力表示を積極的に
調べようとする

電熱線に表示されてい

るフット数が大きいほ

ど,発 熱が大きくなる

ことを説明できる

電力の単位や,電 力電

気器具のはたらき,消

費電力 の表示 につい

て,説 明できる

熱量や熱量の単位ジュ
ールについて,説 明す
ることができる

第
２
節
（２
時
間
）

電
流
が
つ
く
る
磁
界
を
調
べ
よ
う

1 棒磁石や電磁石のまわ

りにできる磁界の観祭を
通して,磁 界を確力線で

表すこ とができるこ と

や,磁 界が立体的にでき
ていること,磁 界の向き
などを理解する

磁界のようすを調べる

活動について,果 味 ・

関心をもつ

,磁力や磁界,磁 界の向

きについて説明でき,
磁界のようすを磁力線
で表すことができる

1 コイルの磁界を調べる
実験を進んで行い,コ イ
ルの内部の磁界や電流の

まわりの磁界について,
説明できる

一本の導線のまわりに

できる磁界から,コ イ
ルのまわりにできる離

界の強さを説明できる

コイルのまわ りの穫界

を調べ,結 果 をまとめ

ることができる

・コイル の内部 の磁界

や,確 界の向きと電流
の向きとの関係につい

て,説 明できる
,一本の導線のまわりの

磁界について,説 明で

きる
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習

目

学

項

時
数 学習活動

自然事象への

関心 ・意欲 ・態度
科学的な思考 観察 ,実験の技能 ,表現

自然事象についての

知識 ・理解

第
３
節
（２
時
国

磁
界
の
中
で
電
流
を
流
し
て
み
よ
う

1 秘界の中に置いたコイ
ルや導線に電流を流す実
験を進んで行うことがで
きる,

・磁界の中にあるコイル

に電流を流すと,コ イ
ルが動き出すことを予
想でき

rる

・磁石の磁界の向きと,
コイルに流れる電流の

強さと向き,コ イルの

動き方について調べ,

結果をまとめることが

できる
1 コイルや導線の動き方

と,電 流の向きや強さ,
磁石の磁界の向きとの関
係について説明できる

モーターが回転する原
理について,説 明できる

・円形磁石の磁界の中に

あるパイプに電流を流
したとき,パ イプがど
のように動くか,説 明
できる

・磁石の磁界の向き,電
流が流れる向きと強さ

から,コ イルにはた ら

く力の向きや大きさに

ついて,説 甲できる
'モーターが回転するし

くみを,説 明できる

第
４
節
（２
時
ロ

コ
イ
ル
と
磁
石
で
電
流
が
つ
　

ヤる
か

1 コイルに離石を出し入
れする実験を進んで行
い,コ イルの内部の磁界
が変化するときに電流が
流れることなどを見いだ
す

磁界の中でヨイルを動
かしたときに,電 流が
流れるかどう力、 その
調べ方とともに,自 分
の考えを発表できる

ヨイルに磁石を出し入

れするときに電流が流

れるかどうかを調べ,

出し入れする条件ごと

に結果をまとめること

ができる
電破誘導の条件や,誘

導電流の向きや強さを決
める条件について説明で

きる。また,発 電機が電

磁誘導を利用したもので
あることを理解する

電磁誘導の原理から,
コイル上の棒磁石を動
かしたときに誘導電流
が流れるかどうかを判
断することができる

・電磁誘導が生じる条件

や,誘 導電流の向きや

強さを変える条件を,
コイル内部の磁界の変

化と関連づけて,説 明

できる
。発電機の原理を説明て

きる

- 2 7 -



理科学習プリント                               資 料1
3 電 流 1章  電 流の流れ 2 電 流が流れるのはどんなときか

2年' 組
  番 名前

【復習】知識理解          ~~~
オームの法則ほどのように表すことができましたか

健正:y〔V〕、電流/四 、抵抗帰0〕 とする) V と   つ  ⇒  Rと 一

ある抵抗に、3(Ⅵの電圧をかけた葛声ア確蒋頭扉事荊丁
流れました。抵抗の値を求めなさい。

ユ式 答え

ある発瓦に、3{Ⅵの電圧をかけたら、0,1(Alの電流が流
れました。捲流の値を求めなさい。 式 答 え

【今日の課題】

【予想】20Qと309のセメント抵抗器を次のようにつないだとき(電こは3.0め、全様の抵抗の大

きさはどのようになると思いますかで

直列団閣全体の抵抗はどのようになると愚いますか

並列回路全体の抵抗はどのようになると思いますか

【実験】設能④国路をつくる→ ②電流計を入れる→ ③電圧計(1 5VIS―子使用)を入れる)
国 夕剛 笛 皿 列 回 路

A一 C間 の書圧 3 1 0 はつ A― D間 の電圧 3. 0(D

A点 の電流 側 → ω A点 の電流 〔旦串→     ω

抵抗を求める C V j

⇒ 0

抵抗を求める 的

車 0?0 的 ?0 4 _ 4 J

【善察とまとめ】科学的な思考

令 測定した電圧、電流、準抗の値をそれぞれの場所に記入しましよう。

◆ 全体の抵抗Rば、Rす,R2と どのような関係があるか考えましょう。
直列回路 並列回路

言葉でまとめてみましょう

直列回路の全体の抵抗は、

言葉でまとめてみましよう

並列回路の全体の抵抗は、

R,RⅢ  R.の 関係を式て書きま しょう R,Rl,R2の 日係を式て孝 をま しェう

今日の発盲国歌""… 印
今日の自 己評 価 ‐…4-3-2-F
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今日の挙手日畿…・・…印


